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理科指導法特論などにおける学習成果を基礎として，今日学校において生じている課題のうち，特に理科の指導に関する事項について，実際の事例を受講生自身が調べ，そ
の改善方法について受講生とともに考えて行くことをねらいとする。
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公立学校や附属学校園における調査に基づき，今日学校において生じている理科の指導に関する課題を理解することができる。

理科の指導に関する加地アの改善方法について，具体的な提案をすることができる。

授業の内容

今日学校で生じている理科の課題について（前期の授業の振り返り）1

学校における調査方法，計画の立て方2

調査の視点について（受講生による調査計画の発表①）3

具体的な調査方法，計画について（受講生による調査計画の発表②）4

学校における調査の中間報告（受講生による報告と議論①）5

学校における調査の中間報告（受講生による報告と議論②）6

ニュース等で報道された理科に関する課題に関する議論①7

ニュース等で報道された理科に関する課題に関する議論②8

学校における調査の進展状況の報告（受講生による報告と議論）9

ニュース等で報道された理科に関する課題に関する議論③10

ニュース等で報道された理科に関する課題に関する議論④11

調査に基づいた課題の把握と改善方法に関する提案（発表，議論①）12

長さに基づいた課題の把握と改善方法に関する提案（発表，議論②）13

学校種別の課題について14

授業のまとめ15

ア
ク
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A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

発表，話し合い，現地調査
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準備
学修

事後
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教科書

特に使用しない。

参考書

文部科学省や国立教育政策研究所などのwebサイト（授業中に指示する）
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60% ○ ○
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○
担当教員の
実務経験の
有無

文部科学省の教科調査官，高等学校の教員
教員の実務
経験

今日的な教育課題の講義
実務経験を
いかした教
育内容


